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里川文化塾
詳細はHPで公開しています。

http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/

暮らしとかかわるすべての水循環の経路を、私たちのセンタ
ーでは「里川」と呼んでいます。
いろいろな里川を発見しその価値を身近に感じたい！　とい
うことで、2011年度からスタートした〈里川文化塾〉。「野草
探しから草木染め＆ガサガサ体験」（7月21日）と「大久保長
安—八王子治水とまちづくり」（9月7日）のご報告です。

第14回里川文化塾　大久保長安—八王子の治水とまちづくり
会期：2013年9月7日（日）9：30～16：00

フィールドワーク：集合 9：30　JR西八王子駅

ワークショップ：13：00〜　八王子市芸術文化会館〈いちょうホール〉

プログラムリーダー：賀川一枝 機関誌『水の文化』編集長

ナビゲーター：福島忠治さん 大久保長安の会　　

吉田美江さん 高尾山とんとんむかし語り部の会

鈴木泰さん 浅川流域市民フォーラム、大久保長安の会　　

ゲスト：諏訪祥子さん 浅川流域市民フォーラム

八王子は、大久保長安（1545〜1613

年）が家康の関東入府に伴い、武蔵国八

王子の所領を浅川の氾濫を防ぐことで、

宿場町として興したまちです。午前中は、

長安が行なった治水の履歴を歩きました。

長安は全国の金銀山の統轄や、関東に

おける交通網の整備など、江戸幕府の基

盤整備に大きな働きをなした人物ですが、

死後、不正蓄財の嫌疑がかけられて存在

自体が抹殺されていました。没後400年

の記念の年である今年、八王子でも知る

人が少なかった長安を、八王子のまちづ

くりの核にしようという動きが高まって

います。午後は、地元のみなさんからそ

んな長安への想い、八王子の魅力につい

てうかがい、地域活動における〈宝の掘

り起こし〉について学びました。

10月18日（金）「拡がる雨水利用」
11月18日（金）「木版画の魅力と和紙を知ろう」

2013年は、以下の里川文化塾を準備中です。詳細はHPでお知らせしています。

第13回里川文化塾　野草探しから草木染め＆ガサガサ体験
会期：2013年7月21日（日）10：00～15：00

フィールド：多摩川河川敷「とどろき水辺の楽校」フィールド

プログラムリーダー：前川 太一郎 ライター・編集者

ナビゲーター：鈴木 眞智子さん NPO法人とどろき水辺 理事・事務局

榎本 正邦さん 環境学習指導家　えのきん事務所代表

全長138km、流域面積1240km²の一級河川

多摩川は、江戸時代から人の暮らしを支える

大切な川でしたが、高度成長期に水質が悪化

し、生きものが激減。下水道整備などによっ

て水質が改善された多摩川で、お子さんも参

加して川に親しんでもらえる企画です。

まずは河川敷で〈雑草〉をじっくり観察し

てから草木染めに挑戦。採取したばかりの草

ではうまく染まらないため、予め準備してい

ただいたイタドリとヨモギを使いました。

午後は全員でゴミ拾いをしたあと、〈ガサ

ガサ体験〉。ガサガサとは、川と岸の境目に

ある草むらのこと。水生生物にとっては身を

守るかっこうの隠れ家であり、産卵場所です。

一番多かったのが、なんとウシガエルのオタ

マジャクシで、人間の都合で持ち込まれた外

来種が日本の固有種を駆逐してしまう危険性

を実感。生態系を守る難しさを学びました。
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特集「都市的農業」（仮）

消費地近郊にあるという強みや、稲作単一で

はなく多品種小ロットが特色の生産形態を

〈都市的農業〉ととらえました。〈都市的農業〉

は、農業に新風を吹き込むことができるので

しょうか。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し
た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、
事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽しめる内容です。
今年度の企画についても、詳細は順次ホームページでご案内します。ご注目
ください。
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